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目的　患者を対象に行われている研究ではどのように VAS が用いられているかを調査することにより，VAS による
疼痛の評価方法について検討する．



























ケ ー ル（Visual Analogue Scale：VAS） や， 数






































2 ）検索日：2014年 8 月 8 日
2 ．分析方法











sensory and emotional experience associated 
with actual or potential tissue damage，or 
de s c r i b ed  i n  t e rms  o f  s u ch  damage .」





















































































































による温罨法の効果（第 2 報） 
日本看護学会論文集：看護総
合，42，93‐96． 
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VAS の値の表記については，左端を最小値「 0 」，
右端を最大値「10」，または「100」としているも




が 5 件，「100」が 6 件あった．
　「 0 」や「10」または「100」が何を表すかにつ
いては，それぞれの研究者で表現方法に違いが


































































術後の疼痛 6  
術後安静による痛み 5  
関節痛 2  
慢性腰痛 2  
がん性疼痛 1  
高齢者の慢性疼痛 1  
脳卒中後遺症 1  
心筋梗塞後の痛み 1  
注射による痛み 1  
著者 年 使用方法 
細野，他 2011 ここ数日での痛みの程度を 11 段階で数値化して把握． 
牧野，他 2013 10 点満点のスケール上に丸を書いて示してもらった． 
山根，他 2013 VAS は長さ 100 ㎜の線上に疼痛に応じた個所に印をつける． 
千田，他 2013 100 ㎜の線上に印をつけてもらった． 
内田， 他 2014 現在の状態を 10cmの数直線上のどこにあるかを示してもらい“cm”の単位で表し
た． 




の値 最小値の説明 最大値の説明 
安田，他 2009 0～100 非常に強い痛み まったくない 
高見 2009 0～100 － － 
戸井田，他 2009 5 段階 － － 
水野，他 2010 0～10 まったく痛くない かなり痛い 
細野，他 2011 0～10 痛みなし これまでに経験した最も激しい痛み 
村上，他 2012 0～10 痛みなし これまでに経験したもっともはげしい痛み 
山岸，他 2012 0～10 痛みなし これまでに経験したもっともはげしい痛み 
牧野，他 2013 0～10 全く痛くない 非常に痛い 
長崎，他 2013 0～100 全くそうでない 極めてそうである 
千田，他 2013 0～100 痛みなし これ以上の痛みはないくらい強い状態 
内田，他 2014 0～100 「痛みはない」状態 「これ以上の痛みはないくらい痛い（これ
までで経験した一番強い痛み）」状態 
登喜，他 2014 0～100 痛みしびれなし 想像できる最大の痛みしびれ 
─ 87 ─
疼痛アセスメントにおける Visual Analogue Scale：VAS 使用に関する文献レビュー




















































す る も の と さ れ る（Strong，2002）（ 宮 崎，
2006）．線を10分割し，左端から 0 ，1 ，2 ，… 9 ，
10と数字を振ったうえで自分の痛みを評価する方
法 は NRS と い わ れ る（Strong，2002）（ 宮 崎，
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